



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































嗜好理由 74．6 2．8 22．5
Table　4　ペットボトルの嗜好性（％）
女子高校生の夏季における飲み物の飲用実態 149
　2）嗜好性
　日常的な飲み物としてよく飲まれている緑茶・紅茶・コーヒーの中から好きなものを選ばせた。
その結果，緑茶が最も好まれていた。一方，コーヒー・紅茶を選んだ者が少なく，高校生世代に
は，あまり好まれていなかった。
　3）団一三および来客蒔
　団樂時および来客時の飲み物をイメージさせた。嗜好性を含めた結果をFigure　8に示した。
団簗時の飲み物として緑茶が好まれていた。これは，団簗時の飲み物として緑茶が最も好まれて
いたこれまでの研究結果（早川ら，2002；2003；2004）と一致した結果となった。来客時には，緑
茶がやや多かったものの紅茶もほぼ同じ割合で好まれていた。緑茶は古くから飲まれてきた日本
の伝統的な飲み物であり，団簗時の飲み物として，世代を超えて最も多く好まれていることが明
らかとなった。
嗜好性
来客時
団樂時
74．6　　　　　　　　　　　　　　　2．8　　　22．5
●　　●　　●　　●　　●　　●
怐@　●　　●　　●　　●　　●
怐@　●　　●　　●　　■　　●
怐@　●　　●　　●　　●　　●
怐@　●　　●　　●　　●　　●
46．9　　　　　　　　　　　　　　　　　40．6　　　　　　　　　12．5
●　　●　　●
怐@　●　　●
怐@　●　　●
怐@　●　　●
怐@　●　　●
62．1　　　　　　　　　　　　　　　　26．4　　　　　11．5
●　　●
怐@　●　　●
｡　　●
怐@　●　　●
怐@　●
ロ緑茶
国紅茶
ロコーヒー
　0％　　　　　　20％　　　　　　40％　　　　　　60％　　　　　　80％　　　　　100％
Figure　8　団攣時および来客時の飲み物のイメージと嗜好性（％）
羅．結論
　本研究から次のような知見が得られた。1）夏季の飲み物として多く飲まれていたのは煮出し
麦茶だった。2）水については水道水とペットボトルによる差は見られなかった。3）家庭の外に
いる時間帯でも煮出し麦茶が多く飲まれており，その理由として魔法瓶やペットボトルに入れた
ものを携帯して飲用しているものと考えられた。4）緑茶については，ペットボトルの方が急須
で入れたお茶よりもよく飲まれている傾向にあった。5）対象とした女子高校生は朝食時・昼夕
間・就寝前において牛乳を飲む割合が比較的高く，好ましい傾向にあることが見受けられた。6）
嗜好調査においては，緑茶が最も好まれており，7）団樂時の飲み物として緑茶に対するイメー
ジが：最も多かった。
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　しかし，本研究では対象集団が2校に限られたため，今後対象施設を増やし，地域差，学年差，
男女差などを検討することが必要と思われる。また飲用実態を調査する上で．ペットボトルと他
の飲用方法を分けて検討を行ったが，純粋に飲み物だけについて検討するためには，ペットボト
ルとそれ以外の飲用方法を合算した分析や検討も必要であると思われた。調査項目についても，
ウーロン茶のペットボトルを追加するなどカテゴリを作成する上で十分な検討がなされていなかっ
た点についても今後の検討課題としたい。さらに今回は，時間帯ごとの飲み物の種類について調
査を行ったが，飲用量や食事の内容も併せて検討していくことが望まれた。
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藍脚注灘
1表および図中では，ペットボトルをP，ドリップをD，インスタントを1と表記する。
黛飲み物の種類ごとの検討は，その時間帯の飲用量に影響を受けやすいことを考慮し，ここでは行わない。
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